山本太郎（やまもとたろう）　博士（医学・国際保健学）
長崎大学熱帯医学研究所 国際保健学分野　教授
1990年

長崎大学医学部卒業
1990－1991年

市立札幌病院救急部レジデント
1995年

長崎大学大学院博士課程病理学系専攻修了（博士医学）
1998年

東京大学大学院医学系研究科博士課程国際保健学専攻修了(博士国際保健学) 
1998－2000年
長崎大学熱帯医学研究所・助手
1999－2000年

ＪＩＣＡジンバブエ感染症対策プロジェクト・リーダー
2000－2004年
京都大学大学院医学研究科社会健康専攻国際保健学分野・助教授
2002－2003年
ハーバード大学公衆衛生大学院・特別研究員（武見フェロー）
2003－2004年
コーネル大学医学部・客員助教授，

ハイチ・カポジ肉腫・日和見感染症研究所・上級研究員
2004年

長崎大学熱帯医学研究所・助教授
2004－2007年
外務省国際協力局勤務・課長補佐
2007年－
長崎大学熱帯医学研究所・国際保健学分野・主任・教授（現在に至る）
著書に、『新型インフルエンザ　世界がふるえる日』（岩波新書）、『ハイチ　いのちとの闘い』（昭和堂）、『感染症と文明―共生への道』（岩波新書）、『大震災の中で　いま、なにができるか』（岩波新書分担執筆）、『感染症疫学―感染性の計測・数学モデル・流行の構造』（昭和堂）など。　
奥村順子（おくむらじゅんこ）　博士（国際保健学），Master of Public Health (ＭＰＨ)
長崎大学熱帯医学研究所 国際保健学分野　准教授
1979.03


福岡大学薬学部薬学科卒業
1980.04－1984.09
福岡大学病院薬剤部勤務
1984.11－1987.03
青年海外協力隊（ﾏﾗｳｨ共和国National Queen Elizabeth Hospital）
1988.07－1990.11
国連ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（ﾄﾝｶﾞ王国WHO/UNDP保健人材養成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
1991.01－1992.01
国際協力事業団　ｼﾞｭﾆｱ専門委員
1992.02－1993.04
国際保健医療交流センター　参事
1993.09

ミシガン大学公衆衛生大学院修士課程入学
1995.04　
ミシガン大学公衆衛生大学院修士課程修了
1995.09－1996.03
システム科学コンサルタンツ株式会社 シニア・リサーチャー
1996.04

東京大学大学院医学計研究科国際保健学専攻博士課程入学
1999.03

東京大学大学院医学計研究科国際保健学専攻博士課程修了
1999.04－2000.01
東京大学大学院医学系研究科国際保健計画学教室客員研究員
1999.07－2000.01
Center of Excellence in Disaster Management and Humanitarian Assistanceリサーチ・フェロー
2000.01－2005.03

東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻　助手
2005.04－2009.05

金沢大学医薬保健研究域薬学系　准教授
2009.06

長崎大学熱帯医学研究所・国際保健学分野　准教授
（現在に至る）
